
Title 支那の君主及び国体
Sub Title
Author 橋本, 増吉

Publisher 三田学会
Publication year 1911

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.5, No.1 (1911. 1) ,p.29- 54 
JaLC DOI 10.14991/001.19110115-0029
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19110115-

0029

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


2S

-
• 

. .
 

/ 
..
 

: 

 ̂
A 

\

I

与 

I

 

r

令

l
i

y

 

u

l

 

l

 

i
n

 

l
i

a
r

 

e
x

l
i

n
l

n
s

 

I

 

p
a

r
t

l
y

 

a
”

,

 

P

P

.

0

色

g

l

u

p

 

^
 

^
.
0 

.

1

^

2
. 

I

P
 

*
i
o
r
>

 ; 

t
h
e

 

I

碧

屋

を

I

s

 no
t

 t
o

 

b
e

 

c
o
n
f
e
n
e
d

 

e
x
c
e
p
t

 

i
n

 v
e
r
y

 r
a
r
e

 

c
a
s
e
s
,

 

a
n
d

 

t
h
e
n
,

 o
n
l
y

 f
o
r

 a
l
t
o
g
e
t
l
i
e
r

 e
x
c
e
p
t
i
§
a
r
a
b
i
l
i
t
y
.

F
r

o
m

 

I

 

a

s

o

f

 

^
 

o

-
 

s
y

s
t

!

 

a
n

d

 

d
i

s
c

l
n

 

o

f
 

i
t

s

 

o
r

i
g

i
n

;
i

m
s

 

I

 

1

1

 

r
e

s
u

l
t

s
,

 

i
t

 
i

s

 

h
o

p
e

d

 

t
h

a
t

 

s
m

e

 

i
d

e
a

 

o
f

 w
l

i
a

t

 

i
s

 

g
o

i
n

g

 

o

n
 a

t

 

H
a

r
v

a
r

d

 

I

 

b
e

 

a
p

p
a

r
e

n
t

.

 

F
o

r

 

a

 

m
u

c
h

 

f
i

r

 

d
e

s
c

r
i

p
t

i
o

n
 

t

r

 r
e

a
d

e
r

 

i
s

 

r
e

f
e

r
r

e
d

 

t
o

 

t
h

e

 Report of the P
r
e
s
i
d
m

こ
”

or I
g

f

H

o

 

^

 

^

 

?

 

t
h

e

 

c
u

r
i

u
m

 

o
f

 

K
e

i
o

,

 

t
h

e

 

l
e

r

 

h
o

p
e

s

 

t
o

 

h
a

v
e

 

t
h

e
 

p
r

i
l

e

 

o
f

 

p
r

i
n

t
i

n
g

 

a

 

s
e

c
o

n
d

 

p
a

p
e

r

 

i
n

 

s
o

m
e

 

s
u

b
s

e
q

u
e

n
t

 

n
u

m
b

e
r

 

>
o

t

 

t
h

i
s

 

m
a

g
a

z
i

n
e

.

 

*

■

支
那

.

の.

君
主
及

t/
c

國
體

,
 

.
 

橋本
增吉

现
代
の
支
那
帝
國
が
、君
主
國
體
に
し
て
專
制
政
體
な
る
事
«
、明
白
な
る
事
實
と
し

'て
世
人 

の
疑
は
次
る
所
な

6

。
德
れ
と

$

其
君
主
國
體
の
實
質
に
就
て
之
を
考
ふ
る
に
、其
國
體

t

る 

や
、之
を
吾
於
國
體

u

於
て
見
る
、が
如
き
、此
較
的
純
粹
な
る
族
父
的
君
主
國
體
に
比
す
る
に
、其 

躯
き
大

U
.

異
な
る
名
.の
あ

6

0

而
於
名
蒐
に
之
を
以
て
其
他
の
獨
裁

M

氧
主
國
體
若
し
く
は 

民
主
國
體
！

2

比
す
る
名
、亦
颇
る
，

'其
意
義
を
異
に
す
る
名
の
あ

^S。

■

而
し

y

支
那
國
體
の
眞
相 

を
知
ら
ん

.
7
C欲

せ
ぱ
、先
づ
其
古
代
に

11

ぼ
纟
て
、其
國
家
成
立
の
由
て
來
る
所
を
窮
め
次
る
べ 

//
>

ら

't

然
れ
ど

-.
«

余
輩
の
淺
寧
な
る

^P 

i

よ
ゲ
、未
だ
此
難
問
を
解
し

#

tc
6

え
信

^

る
に 

S
ら
ず
。

今
は

4:
だ
其
ー
雜
を
推
考
し
、以
て
先
輩
諸
賢
の
叱
疋
を
识
が
ん
と
欲
す
.る
の
み
。

。從
來
支
那
の
國
體
_に
關
し
て
論
せ
ら
补
杧
る
諸
賢
に
就
て
は
^
輩
の
寡
聞
淺
學
な
る
、ホ
だ 

多
く
を
知

‘
ら

岁

と

雖

豸

、今
其
一
一
三r-
就
<

之
を
觀
る
に
、

®

支
那
に
於
て
は
其

*

族
的
精
神
甚 

だ
盛
に
し
て
、家
族
制
度
が
其

.國
；家
の
稂
底
杧

6

、治
國
の
基
礎
把
る
に
至

.

.
6
し
事
を
認
め

ら

る



支
那
の.
君
主
：及
^
國
體..

, 

' 

1

.
1
0'
 

に

.
3.

、
.名
の
、

由
し
'。

例
へ
ば
桑
.原

.»
士

の

如

き

、歡

て

え

那

古

._代

の

祭

祀

に就
き」 (

谈
锦
雜
蒜
、第
七
 ̂

て
論
せ
ら
る
、
に
翁

6

支
那
の
政
體
，に

.論

及

せ

ら

れ

、

「

世
界
萬
國
、其

太

古

に

於

け

る

政

體

は

，、皆

多
"
V
S

が
®

?

帶

J

ベ4

參

i

f

 

雖

羞

ぞ

其

家

族

制

•

度

の

尤
I

f

る
霊
を
な
せ
し
農
し
支

f

以
て
第

r

f

 

f
、ま

|

那
に
於 

け
る
家
族
制
度
は
實
に
絕
大
な

i

力
を
有
し
、遂
に
治
國
平
天
下
の
彦
礎
と
な

1

1
古 

ら
れ
且
つ
書
經
曼
典
の

一

節
、詩
の
太
雅

.
田
心
齊
編

Q

一
 

節
、及
び
.
論
語
、孝
經
、孟
.子
等
を
引
用
し
て 

「

家
族
制
度
於
國
家
の
根
柢

I

ず」

，P
0
な
る
，事
を
證
し
、孔
門
.一
派
の
人
々
於
家
族
制
度
を
以 

.V

治
画
の
基
礎
と
な
し
、孝
？

以
て
施
政
の
根
本
と
な
せ
し
事
▼に
及
び
、

「

此
の
細
く
し
て
寒
族 

.

制
度
は
、永
遠
支
那
の
政
：治
上
に
於
て
、隱

然

允

る

一

大
勢
力
を
：有

す

る

,
,
茔
れ6」

£
斷
せ
ら
今 

ま
S

質
？

H

S

5

5

ョ
ン
ソ
ン

£

東
s

£

s

u

 V
、

讓
低
人
は 

支
那
の
政
體
を
以
て
、全
く
他
國
に
類
似
な
き

.
せ
の
と
な
し

*

る
<

其

實

決

し

て

然

ら

天

今 

I

那
社
會
の
單
位
は
、族
長
政

f

行
へ
る
、村
落
共

f

ぁ
ろ」

4

せ

し

所

說

£

同

I

 

せ
ら.
れ
、「

支
那
は
室
家
を
以
て
國
政
の
模
範
と
す
る

| :
'
以
て
、世
界
に
有
名

5:
る
國
.な
ん
支
私 

ク

會
は
ハ
ヵ
一

 

家
の
爹
く
支
那
の
一
王
.は
恰
か名

家
長
の
如
し
と
は
、常
に
世
人
の
云
ふ
听

31

な

6

」

と
.
論
せ
ら
る
。

而
し
て
先
年
織
田
博
士
監
督
の
下
に
、京
都
帝
國
大
學
內

«

灣
舊
慣
調

*
 

會
に
於
て
編
纂
せ
ら
れ

^

る
、「

淸
®

行
政
袪
中

」

に
於
て
炙
亦
殆
ん
ど
同
一
意
味
の
所
說
あ
み
。
 

卽
ち
淸
國
の
政
舊
を
論
せ
ら
ん
、
に
當

6

て
、其
政
權
の
基
礎
に
及
び
、

「

支

那

に

於

て

君

主

/ P
政 

權
を
總
攒
す
る
は
、古

來

1

種

.
の

族

：長

主
.
.義
に
よ

6

、今
尙
ほ
變
更
す
る
所
な
し

」

。(
I
.

 

^
蘭
臟

3

 

1

C
斷

b

、

「

抑
$
原
始
國
家
は
血
統
を
同
く
す
る
民
族
よ

6

成

-CN、

君
主
は
其
民
族
の
嫡
宗
に

ai
で
、
 

神
意
を

‘
承
け
て

.各
民
族
を

.
統
御
し

.

.

る̂

S

の
に
し
て
、族
長
制
度
は
實
に
此
血
族
國
體
の
關
係 

に
胚
胎
せ
る
？

の
な

6

」

と
な
し
、故
に

「

支
那
の
國
家
制

•度

S

赤
蓋
し
此
通
有
の
事
例
に
洩
れ
ぎ 

6

し

#

代
あ

6

」

し
な
る
べ
き
を
假
定
し
、

「

然
れ
と
名
®
虞
三
代
以
降
の
制
度
は
旣
に
其
趣
き
を 

一
變
し
、事
實
上
の
族
長
主
義
を
捨
て
ゝ
、

©

想
上
の
族
長
主
義
を
採
ろ
、君
者
民
之
父
母
也

i

の 

思
想
に
よ

6

、君
民
の
關
係
を
定
め
杧
る

4

の
.
、
如

し
2

論

b

、

『

故
に
此
脖
代
に
在

6

て

は

®

主

な

と
.
云
务
と

M

名
«

竟
政
治
上
の
理
由
に
出
で

^

る. 

6

し
^

あ_
ら
玄」

と
な
し

「

-m
ふ
に
支
别
の
如
く

 
土
地
廣

*

て
は
、單
に
血
族
上
の
關
係
よ

6

し
<
人
民
を
感
服
せ
し 

且
つ
族
長
に
し

+て
一
旦

.
德
望
を
缺
き
、統
御
の
道
を
失
ふ

.

は
一
家
の
長
に
し
て
、人
民
は
其
家
族

擬
制
に
し
て
、眞
正
な
る
血

.
族
.關
係
ぁ

に

し

て

思

族

の

，錯
綜
せ
•る

國

家

に

於

む
る
の
制
度
は
永
續
す
ベ
於
ら
す
。

支
那
の
君
主
及
汉
國
體
：



き

那 

の

溶 

主 

及 

び

國 

體

...  

.

,
 

.

_
i
 
ニ .

料
又
收
拾
す

.
ベ

が

'故
に
、血
：銃

關

篆

ベ
の
は

'則
I

長
I

、霊

な

全

す

黎

至

？

レ

I

」

と

斷

基

支

那

社

會

ぱ

古
來
族
長
制
度
を
重
ん
為
父
は
一
家
の
長
と
し
て
、絕
對
敏
限
の
植
力
を
有
す
る
の
事
實
ぁ 

.

る
を

.

見
て「
故
に
支
那
に
ぁ

6

て

篇

家

組

織

I

礎
と
、社
會
組
織
の
基
礎
と
は
、古
よ

6

相
分 

離
し
、國
家

2

に
於
て
は
、國

5

 

S

に
對
す
る
關
係
は
已
に
絕
え

」

.般
人
民
は
直
接
に
國 

f

の 

'

民
衆
允
る
に
至

6

し
な
ん
唯
其
關
係
は

'

之
を
血
族
關
係
に
擬
す
る
を
以
て
、社
會
ヒ
に 

ヵ
け
る
事
實
上
の
族
長
主
義
の
觀
念
は
、國
家
關
係
に

3

適
用
せ
ら
れ
、思
想
上
の
^
長
允
る
号 

主
は
、其
家
族
把
る
人
民

1 C

對
し
て
、絕
對
無
限
の
權
カ
を
；有
す

' 

f

o

r

せ
ら
れ
t c

I

論
せ 

ら
る
。

其
所
謂「

國
家

組

織

，の

基

礎
1

J

社
會
組
織
の
基
礎
と
は
、古

よ
6

相

分
離

せ
ろ」

i

は
果
し

よ
-

O
s

て
其
艺
を
察
ず
れ
ば
ぶ
所
說
女
石
や
、要
す
る

f
支
那
の
班
會

は
、古
來
絕
對
無
限
の
權
、、力 

を
有
す
る

I

倉

、

2

S

合

に

成

f

t

l

?

と 

雖
名
、其
民
族
甚

^
錯
綜
；す

る
於
爲
於

に
、純
.辟
な
る

«

父
的
君
主
.國
體
の
霊
を

見

る
事
能
は 

梦

W
だ
，族
父
主
義
を
以
て
銃
治
す
る
、擬
制
的
の
族
父
的
君
主
.國
體
を

見

る
に
至
れ

6
と

と

33

ら

る

、

多

の

、

如

し

。

： 

一-;
.
, 

.

.

#

れ

ど

ー

步

を

進

め

て

、然
ら
ば
何
£

に
か
の
レ
ッ

.

.グ'ス

.历
の
所
謂

「

支
那
政
府
は 

■
論
上
專
制
的
な
れ
ど
多
、實
際
上
は

之
と
同

程
度
忐
於
て
民
主

的

な
6

」

と
云
.

八
る

ぞ
如

き
ざ 

た
ジ

f
\

>

ッ
ス

5

「

支
那
け
政
治
は
民
主

I

に

ょ

忘

.樹
立
し
、且
つ
維
持
せ
ら
る

.
> 
の
；
 

*?
处
•

治
な

6」

と
霄
せ
し

-'
^

如
き
、全

.

く
•矛
盾
せ
る
政
治
思
想
の
：發
生
を
見
る
に

'至
‘

4

し
か

t 

考

ふ
る
に

.
及
び
、余

輩
は「

猜

國

行

政

於

て

、

是
を
解
し
て

【

擬
制
的
族
長
主
義
诚
其
裏
面
に
於 

.
V

诚
.

君

主

の

權

カ

に

對

しY
.
.
1

大
，制

恨
を
加
ふ

.

る
名
の

P

る
事
を

.

知
ら
ぎ
る
ベ
か

>

b

■?(

调
肩 

千)

; i

論
匕
、「

立
君
爲
思
也

i

の
原

■

は
君
者
民
之
父

*

也
i

の
主
義
そ
昶
追

®

す
る

名

の 

r

し
て

.

、君
_

主
«

族
長

2

し
て
；無
限
の
耀
力
を
有
し
、任
意
審
斷
ず
石
こ

i

を
得
る
及
叉
同
蹄
に 

^

族
ナ

.

る
' A
. ^

を
，愛

育

撫

養

せ

ざ
:.
^

ベ
か

‘

ら
ず
。'-

:
:

乃
^

其
の
權
カ
は
洎
己
の
威
福

: t

#
る
が 

汰
怂
に
無
限
な
る
に
あ
ら
岁
し
マ

_

. #

も
人
民
々
庫
福
老
計
る

.

炉̂

，
に

.

無
服
爷
石

.

な

彳

(

讀)

、
 

• i

說
や
れ

.

し
.於
I
如
登
、皆
之
れ

.
•

何
.

等
の
理
由

^

,

獨
斷
的

'

說
明
に
#
き

る
か
、を
：疑
ふ‘夺

ろ
へ
何

:t

な
i

:K

淸
國
行
政

#

^

於
て

^

則
に
满
所
謂
擬
制
的
族
退
主
義

^

，る
^

の
>.
*

し
て
、思
想

土

の

猶
.«
主
義.
な
;.
6.
ぇ

紫
&

れ
、而.
し
ず
：̂

來

其

难

長
:3
;

:|
»
名
'
の
へ
は
、絕
對
灕
很.
0
«

カ
'|
:

有
す 

.

*

变
那
の
溥
主
及^
國
，體';.
1
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.

る
名
め
：な
A
V
と
せ
ら
れ

^-OS。

救|

ら
VX
思
想
上
此
，の
如
き
族
長
を

.
以.
て
主
：義
：と
す
ゐ
君
主
は
、
 

ま

お
t '
然

絕

對
無
版
の
權
：力
を
有
す
る
拿
を
主
義

i

す
る
多

の
な
ら
ざ
る
ベ

.
か
6

ヂ
。

而
か
. 

名
'#
裳
®
，に
於
：て
君
生
の
權.
力.U

一
 

大
‘制
限」

の
：加
は
る

^

ん
：
■而
し

V

其
君
.主
咚
立
君
爲
民 

也
i

の
原

M
匕4

從.
ひ
、其
制
限
キ
當
然
服
從
す
べ
き
褰
務
ぁ
る
，事! :•
•
承
認
す
名
以
上
は
、旣
に
事 

實
上
は

'
? 

2
ょ
6
、思
想

±

と.
雖
名
#

所
謂
族
長
主
華
と
は
、大
に
面
目
を
異
に
せ
る
別
種
の
思 

想

，
，な

る

ヒ
i
、
明

，白

.
な

る

事

實
に
あ
ら

#.

や
。
..
'
旦
つ
.ま

^

支

铘

に

、
於

 
< 
は
所
謂
六
侖
思
想
な
る 

名
の
、
存
在
す
る
事
を
忘
る
ベ
か
ち
ず
。

.「

淸
福
行
敗

®

に
於
て

W
、J
Z
を
解
し
て
ゝ
所
爾
夫
子
は 

.夫

意
を
承

.け
て
之
.を
行
夯
の
義
務
*
る
者
の
義

«.
ヶ」

と
せ
6

0
然
ら
ば

S
L

支
那
の

君

主
r 

し
て
、単

fc
猶
長
主
義
に
ょ

6

て
の
み
、其
涵
家
を
銃
治
す
る

^
>
0
な,
o
と
せ
ば
，何
が
故
に
天
子

は
天
の
.
意
を
承
け
て
之
を
行
ふ
の
義
務

‘
 

6
 

iす
る
'

種
‘將
異
な
る
思

0
t
發
生
す
る
に
至

.  

•
..

6

し
か
。
”
，此
一
大
事
實
に
對
し
て
城
實
に

「
淸
國
行
政
法

」

は
何
等
の
說
.明
を
與
ふ
る
事
な
し
と 

•
難
令
、桑
源
傅
次
は
其

^

那
治
代
の
祭
祀
に
就
き

」 (
難I

I

話)

て
論
せ
ら
る

V

に
當
么

「

家
族
制
度 

&

其
國
體
.

堅
を.
な
せ
る
支
那
に

.
於
て
、祭
祖
の
禮
の
貧
太
視
甘

.
ら
る
、
に
至
る

w

s

-L
必 

然
の
結
果
な
ろ

」

A

し
、而
か
く
家
族
制
麂
の
發
達
し
、爾
く
祖
先
の

■祭
祀
を
.重
せ
し
支
那
に

於

て一

1/E
せ
.
•る
B

家
的
宗
廟
を
缺
き
、從
ふ

.

.

V

朝
.
.延
.に
於

.け
る
祭
祖
の
禮

」
於
鼯
家
的
祭
祀

.中
に

. 

K
.て
最
高
の
位
置
に

'立
つ
事

.能

.は

.次

.
6
し
所
双
を
疑
ひ
が
ち
支
那
建
轉
の
由
來
に
及
び
#
古 

代
に
於

.て
は
群
后
の

.權
#

«
盛
.
,し
て
、世
襲
的
君
主
の
存
在
を
許

3

少

睿

ろ

報

，功

.の

風

盛

な
 

6

し
か
故
に
國

»

的
宗
廟
の
必
要
な
く
、君

.主
は
古
來
支
那

K

族
間
に

0
.
は
.ル

't
e

る
^

0
.
¥
の 

B
心.
®を
利
用
し
、有
功
者
を

.以
て
天

.
に
酣
，す
る
の
風

.ぁ
6

し
2

雖• 

4
、

「

夏
禹
以
來

.は
政
治
上

P
^
 

て
、
®
■

君

主

の
基
避

.漸
く
定
ま

.
6

」

1

が
.漱
に
、「

報
功
の
風
漸
く

.衰
へ
‘て

尊

祖

の

.風
勢
を

得

，
從
.て 

掰
宗
を

.

.以y

天

U

K
す
る
に
至

4

.L
な
6

と
.せ
、ら
办
、乃
，ち
祭
天

.の
事
に

.及
び
、支
那
に
：於
て
祭
：
 

天
の
'祭
か
、最

名

重
大

.
,«
■る
國
家
的
祭
祀
に
し
て
、

*

6
天
子
の
特
權

U
.

歸
せ
し

■
«
の
な
；■る
事
を 

認
め
ら
れ

r

之
を
.要
す
る
に
天
子
な
，る

^3

の
ば
、上

‘は
天
に

•代
ろ
て

.

.民
を

.育
し
；下

^

民
に
代

6

て 

天
に
事
へ

.、此
の
如

{
.天
人
の

.際
に
立
ち
て

.以
て
天

•下
を

•統
治
す
。

.舉
瓮

a

れ
‘神
權
政
治
の
一 

0
の
み
。

1思
ふ
に
彼
等

.a
先
の

: ^
廟
は
、終
に

.以
て
一
定
不
遷
.な
る
國
寒
的
宗
廟
と
な
す
に
足 

ら
.步
。

從
ふ
て

'其
職
先

.の
，餘
德
：は
、未
だ
以
て
主
權
者
の
位
，置
を
十
分
鞏
固
な

.ら
し

0

る
能
汰 

方 

'故
：，に

.天
下
兆
民
：

0
.等
し
く
畏
敬
措
か
次
る
天
を
利
用
し
來
ろ
、天

.子
な
石
名
の

‘は
天
よ

6

1

種
€ >

特
權
を
附
與

^

れ
*

る
.
.

？
の
i

しy

以
.

て
.

民
心
を
維
持
す
る
者
な
る
：事
を
論

b

E

に 

茨
那
の
君
主
及
び
國
體

 

^
 

.
 

|

ー5

:
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亥
'

那
.

の
思
主
，及

^

國
：體
 

，
■

三：六
： 

/ 

孝
顧
.

聖
.

治
：章
，の

r

■

節
を
引
き
來
て

「

祭
a

i

祭
天
i

1

し£

.

な
.
-
:
0し
'

を
| 8

き
、「

是
^

於
.
.て
：か
王
家 

■

の
.

基
一
礎
.

始
め
て
.

牢
然
拔
■.

ベ
.

ベ
か
^

，
と
し
、而
か
名
直
ち
に

r

皇
天
無
親
、惟
德
是
輔
と

‘

は
、古
來
支 

那
人
種
が

.

一
般
^

.

確
信
し
て
疑
は
次
る
所

^

し
て
、「

天
子
i

.

雖
名
、亦
.決
し
て

此
制
裁

以

外

に

超
 

B

f c

石
能
は
^

る
- *

を
明
.

言
:1
.

、以
て
其
國
家
の
基
礎

.

の
事
實
上

*

だ
游
.

弱
，な
る

t
と
を
•

取
し
、
 

,「

主
權

--
«

に
尊
嚴
を
附
與
す
斧
天

•■
«

:

>

<

©

滕
に
之
を
丰
權
者

.

ょ
6

剝

奪

す

.る

權

力

を

有

す

ベ

き
 

名
の
な
6

」

と
斷
b -
'

E

に
吾
於
族
父
的
君
主

•

國
體
i

の
比
較
に
及
び
、禮
‘記
禮
運
第
九
の

 

一
0

、夫 

政
必
本
於
天
、殽
以
降
命
と
あ
る
を
引
き
來

6

此

一
.
事
以
て
、我
國
と
支
那

と
の

國
體
の
異 

同
洳
何
を
明
示
し
て
餘
唪

J

、と
な
し
、
«

彼
此
共
に
祭
政
一
致

^

6

 

4

雖
，P、

減
の
重
ん
岁
る
所 

は
祭
祖
に
あ

6

ズ
、_

の
，尊

^

所
は
祭
天
に
あ

, 6

。

(

|)

っ
之
を
要
す
る
に
日
本
支
那
共
に
祭
祀
を 

: «
*

.
ん
せ
し
と
離
も
彼
は
攀
に
祭
天

.

に
'傾
き
我
は

'*
ら
祭
»

.5
:
重

ん

ず

。

祭

神

を

重

ん

，ず

る

我 

:

は
實
に
皇
銃

.

連
綿
允
る
國
體
そ
有
し
、祭
天

.

に
傾
^

る
彼
は
^

に
革
命
頻
繁
*
る
を
免
か 

席
國
;H

體
の
，.

異
同
*
の
由
來
悠
遠
な

6.
と
云
ふ
べ

.

. ^」

と
論
.

せ
ら
る
。

是

.

に

由

，て
之
を
、
觀

れ

ば
' 

^

士

は

支

别

の

國

體- ?
:

以

；て
、神

權

的

に

し<

且
つ
族
父
的
な
る
君
主
國
體
な

A

v

i

 

4

し
、而
か 

.

■■
^

吾
ギ
國
體
，士

5 :
.

那
國
體
と

0
間
に
.

於
け
る
，相
遽
の
由
て
來
る
所
は
、其
祭
祖

i

祭
天
と
の
相

37

'
遠u

.  
f

 
4
せ.
^
る
V

名Q
.

1
如
し
。

'然
れ
‘ど
名
.
祭
11
祭
天
.
.
の
國
：風
は
爾.
國
國
體
の
.
相
異
； 

に
至
ヶ

:t
原
0

由
來_
la
あ
ち
梦
し
.
て'
寧
ろ
其
結
果

5

Ayo.

吾.
れ
は
祭
祖
の
風
を
重

-L
i

せ
し 

r

傲
忙
、此
の
如
き
國
體
を
有
す
る
に
至
久
彼
は
祭
天

.0
風
を
f
fi
し
と
せ
し
が
次
に
、か
の
如
き 

國
體
■!
:
乘
成
す
る
.
P
至
6

し
名
の
に
.

ぁ

‘̂
 
f

し
て
、吾
れ
は
此
の
如
き

i i
體
な
，り

し

舣
钦

S
 

祖
の
羼
を
簟
ん
少
る
に
至

6
、激
淞

^

の
如
き
國
體

.•
な
6

し
於
故
に
、祭
天
の
風
を
重
ん
ず
る
に 

至
6

し
な
久
-

さ
れ
ば
單
に

--
#

戈
の
風
を
有
ザ
と

の
..

事
實
は
、似
て
支
那
酸
體
の
由
來
を
說
明 

す
る
.

^
足
：ら
ず
。

且
つ
唐
虞
以.
前
の〔

支
論
古
代
に.
於V

顧

功

の
®

盛「

な
6:
し
於
允
.め
に
有
功 

者
を
天
.
U
BE
せ
し
事
あ

6

と
の
.
所
說
に
：
:#
しY

 
§

證
土

し

.<
國
語
及
び

禮

記

の
ヤ
節
を
擧 

げ
ら
-
れ
女
4
 
i
雛
名
、是
等
史
料
の
史
的
償
値
に
對
し
て
、多
大
な
る
疑
念
を
有
す
る
余
輩

$

 

た
，俄
か
.
に
其
所
就
に
贊
同
す
る
事
能
は
次
る
な

.

6
0
然
れ

〜

名
支
那
歷
朝
の

.
'諸

希

王

於

祭

，
天 

.
の.
禮
を
.
似
て.
最
高
の
名

の
な
A
.
と

し

、其
禮
を
以
.
て
天
孑
の

0
.
0 

な
し

、*
II
I

宗
を
以

< 

之
を.
天
に
.配

せ

し
事
に
至

5

、博
士
の
論
せ
ら
れ
允
る
於
如
く

-.
1

產

■

か
ら
f

事
實 

?

。.
，
而

し

？

.
其
天
崇
拜
の
思
想
と
共
に
、旣
に

「

淸
國
行
.
政
法」

に
於
セ

I

せ

4
s

i

ぐ

、

i

t c

廣

池

千

九

郞

氏

七

眢

V

其

著

東

洋

法

制

史

序

論

•

中

に

於

て

、
詳

諭

せ

：

ら
.

れ.

レ
.

於

細

く

、
民

.

主.

，.

:

:■

家
•

那

：
の
、
君
、
主

4

汉
，
國
：
體

'
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'

-

'.
'
.
-变
_

の-

鮮
虫
及

^

國
：
_

'.

ー

人

■,
%
 

M

v

v

 : 

ニ
 1

.
1

八
-

- 

-

-

.

.

.

‘
.
.
.
- 

.

.

. 

•

I

'
.
+
•
< 

.

.

.

.
•

パ，

‘ 

-
. 

■ 

•
.

的
平
等
的
思
想

0

存
在

^
亦
爭
年
ベ
ダ
次

.る

事

實

な

ん

。

」

且

，
つ
：家

族

制

度
•職
宗
崇

.拜

0'
風 

な
る

«

の
s

f

c
諸
賢

0

論
せ
ら
れ
し
が
如
ぐ
、玄

15
國
家

：

の
形
成
に
對

-1
>
<-
、.一

種

の

華

し

き
 

意

.味
を
有
す
る
名

'

0な
る
事
？
、亦
明
白
な
る
事
實
な

6
。；
是

，に
於V

 :

か
余
輩
は
支
那

'に
於

'
 

其
'良
族
を
支
酏
せ

3
、

家
族
的
思
想
、民
主
的
思
想
及
び
天
命
思
想
な
，る

.、三
大
社
，
的
思
想
の
存 

在
を
認
め

-3
'
'
.る
ベ
か
ら
ず
。

而
か

^p

此
三
大
思
想
中
後
の
こ

*

は
$
に
相
伴
ひ
存
在
し
得
べ 

.き
性

-'
1

の
免
の
に
；し

.て
、同
ニ
 

.系
統

Q

思
想
な

A
y
.
i雖名
、最
初
の
一
思
想
は
、後

.の
ニ

S

想
.に
對 

し
て
全
く
矛
盾
せ
る
名
の
に
し
て
、此
相
矛
盾
せ
る
ニ
大
思
想

‘系
統
が
、唯
だ
支
那
に
於

:<
.の
み
、
* 

其
不
可
思
議
な
る
調
和
を
得
女
る
所
以
の

名

の
、是
れ
卽
ち
支
那
國
«
の
他
國
の
國
體
に
比
し 

て
特
異
な
る
所
以
な

6
。

然
ら
ば
，支
那
の
國
體
は
果
し
て
如
何
な
る
性
質
の

$

の
に
し
て
、如

何
な
X

事
情
の
下

t

發
生
せ
し
名
の
な
る
か

。
.

'
、 

、
 
+ 

. 

.

穂
積
博
士
の
憲
法
論
に
日
く
、

「

國
體
，は
主
權
の

#

ず
る

所
..

に
ょ
ろ

V

定
ま
6
、政
：體
は
主
權
の 

行
動
す
る
形
式
ょ

6
V

定
4

る
1

。
叉
日
く
 
A國
體
の
.
問
題
は
主
權
が
；何

,
A
に
存
す
る

/;
>

i
云 

ふ
..問
題
な

A

V

O
政
體
の
問
題
娘

.
主
權
が
如
何
.に
機
關
を
備

へ
、如
何
な
る
形
式

.
に
於
.
て
、如
何
に 

運
動
す
る

か

と
云
ふ
主
權
行
動
の
方
法
形
式

0
、問
題
：な
.
6」
と
。： 

'而
し

y

其
國
民
に
し
て
、其
國

家
の
主
權
が
、唯

^

I

人
の
手
に
存
す
る
事
を
確
信
し
届
る
場
合
に
は
、其
國
體
を
以
て
君
主
國 

體
な

6

と
な
す
べ
し
と
せ
ば
、支
那
の
如
き
？
我
國
と
同
ビ
く
、之
を
君
主
國
體

i

稱
す
ベ
く
、其 

主
權
は
其
君
主
卽
ち
王
或
は
帝
に
屬
す
る

i
の
な
る
_
、古

來

不

變

の

事

實

な
6
。

或
は
古
代 

に
於

<
議
會
制
度
存
在
せ

6

と
の
說
な
き
に
あ
ら
次
る
名
、然
れ
ど

^
p
tt
i

ひ
此
の
如
き

^p

の 

存
在
せ
し
事
あ

6

し
と
す
る
？
、要
す
る
に
一
種
の
諮
問
機
關
に
過
ぎ

.3'
'

6
し
名
の

.
、
如
く
、之 

あ
る
於

^

め
に
主
權
の
所
在
に
變
動
を
來
せ
し
ダ
の
あ
ろ
し
を
信
ず
る
こ

i

能
は
ず
。

然
れ 

古
多
其
君
注
に
對
す
る
其
國
民

0

思
想
觀
念
は
其
君
主

&

其
主
權
を
所
有
す
る
に
至

6

し
事 

情
形
式
の
相
違
に
よ

6

て
、之
を
異
に
す
る
に
至
る

$

の
に
し
て
、而
し
て
其
國

.民
の
思
&
觀
彰 

の
.相
'異
な
る
に
從
ひ
、等
し
く
君
主

.國
體
と
稱
せ
ら

Iる
V
名

の
、
中
に
於
て
?
、ま
お
種
々
の
相 

違
を
生

#
,る
に
至
る
ベ
し
。

是
卽
ち
日
本
？

.支

.那
そ
共
に

.君
主
國
體
な
ろ
と
雖

^p'

ま
*
其
間 

に
明
白
な
る
差
別
を
存
す
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狀
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落
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萬
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落
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猶
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滕
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萬
姓
を
包

.有
平
章

.L
て
、遂
に

.天
下

y

 

王
r
る
に

M

る
名

0-
な
る
财
故

5
 
.方
よ
タ
之
を
興

.れ
ぼ
、玄

..那
國
家
'の
成
立

^
一
る
や
、明
か
に

41

國
，家
。の
：膨
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滕
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て
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に
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膨
脹
發
展
を
意
味
す
る
と

•同
辟
に
、他
面
に
於
て
は
異
種
屬
異
姓
の
調

.和
を
意
味
し
、ま 

允
其
附
屬
を
意
味
す
。

.

故
に
其
所
謂
家
族
制
度

Q

鑛
張
な
る
？
の
は
、他
の
族
父
的
君

6

國
家

\ 

に
於
て
見
る
が
如
く
單
に
家
族
の
發
展
の
み
を
意
味
す
る
，

P

の
に
あ
ら

^

し
て
、
1 '
多
の
異
重 

屬
諸
部
落
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落
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な
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落
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落
を
全
く 

征
服
し
て
、之
を
同
化
し
終
る
か
、或
は
全
く
之
を
•驅
逐
し
終
る

^
或
は

其
一
部
は

之
を
同
化
し
、

.i

撖
は
之
を
騵
逐

.
す
る
か
、或
は
自
他
の
間
に
嚴
重
な
る
區
別
を
附
，し
、他

は

之

を

奴

隸
1

す
る

43

於
ど
云
年
が
如
き
方
法
を
行
ふ
事
は
、到
底

.
不
可
能
の
事
に
し
て
、從

.y

他
國
に
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し
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落
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。
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自
然.
馨

な

る

ベ

く
I

ぼ

か

め
|
.

民.
族

間.

£.

て
、其
民
族
|

蓄

.
滿
、人
格.
最.
高
な
る
、

所
爾

-m
入
,*
る
^P

の
似
天

0 .
明
命
を
承
け
て
天
子
允

.̂
、主.
權
者
.̂
.

ん
に
•
至
/
9
し.

0 .
«
.
^
事 

を
信
卞

4

歧.
至
^

如
之
A.

ま
把
：藎
し
當
然
の
事
な
る
ベ
し
。

-

而
於
名
其
天
子
に
し
て
少
し
く
，
 

西
姓
の
心
.
を
失
は
ん
か
、忽
ま
ち
，

u

't
て
其
天
の
寵
榮
の
己
於
頭
上
を
去
る

.
を
見
て
は
、眞
に
.无 

威
の
m
K
石
ベ
き
を
思
ひ

#

に
天
意
の
民
心
に
よ

6

て
現
は
る
、

•
ち
の
な
る
事
を
威
す
る
に
.至 

ろ
し
^

-'
0

な
る
ベ

■<
後
*

人.
昝
の
進
步
せ
し
塒
代
に

.
於
て
'
考
'ふ
る

/P
如.
き
、政
略
的
思
想
を
以 

_
て
し

V、

は
、遂
に
此
の
如
き

:*
大.
な
る
信
仰
.
の.
發
生
す
べ
き
理
由
を
認
む
る
事
能
は

3'
'

る
な
ろ
。
 

か
‘の
ff
i

敎

の

敎

綦

次

，
る

*修
己
希
人
の
思
想
の
如
き
ガ
ち
ま

^

此
社
會
的
事

.
情
.に
基
す
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な
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古
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華
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狄
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猶
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華
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狄
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を
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ら
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す
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^
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を
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ら
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.
子
孫
と
し
て
其
統
治
を
な
せ
し
於
如
く
必
然
的
に

-1 

權
を
有
す
る
，p

の
と
し
て
、信
せ
ら
れ
し

.
に
比
す
へ
ベ
き
に
あ
ら
次
；
な
戈

:•
然
れ
ど
g

立
傅
士
 &

更
に
之
を
以
て
、

「

第
十
九
世
紀
の
初
頭
に
於
て
歐
洲
に
？
你
'ほ
其
餘
喘 

を
保
ち
て
存
在
し
女
る
所
の
、神
授
哲
權
の
說
に
基
ぐ
國
體
に
比
す
る
の
穩
當
な
る

」

こ
I
t
認 

め
ら
れ
把
る
は
果
し
て
當
を
得

^

る
g

の
な
る
か
。
蓋
し
所
爾
神
授
君
權
な
る

$

の
は
、皆
其 

茉
根
の

&

割
無
限
な
る
こ
と
を
意
咪
す
る
名
の
に
し
て
、決
し
て
何
等
の
制
限
を
名
許
す
，

p

の 

に
あ
•
ら
1

故
に
か
の
所
爾
神
授
君
權
說
な
る
名
の
は
、本
來
民
主
的

.
思
想
に
對
す
る
、防
御
！

$

的 

の
意
味
を
以
て
起

6

し
？
の
な

6

し
と
雖

$
、支
那
の
天
授
君

®

な
る
思
想
は
、本
來
民
主
的
思 

范
と
不
可
思
議
な
る
調
和
を
以
て
現
は
れ
し
名
の
に
し
て
、從
て
其
權
カ
女
る
や
、絕
對
無
限
な
，
 

る
ヵ
邊
く
し
て
而
か
名
大
な
る
制
限
を
跗
せ
ら
れ

*

る
？
の
な
る
こ
と
は
、余
輩
於
旣
に
反
覆 

論
述
し

^

る
，所
な

6
。'
卽
ち
此
.
一
事.
を
以
て
名
旣
に
之
を
以
て
か
の
神

.
授
君
權
な
る

3

の
に 

比
す
べ
.
き
に
あ
ら
-
^
る
こ
と
は
明
白
な
ふ
所
な

6
。.  

.

'■
•

而
し
て
支
别
の
君
主
は
、其
國
家
萬
民
に
對
し
て
、以
上
述
し
が
如
き
；止
面
的
意
義
を
有
す
.る 

粢
那
の
漭
.ま
及
汉
國
體
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:
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及
.び
國
體
 

こ

..
: 

.

五
.ニ
ノ

と
共
U
M

M
ま
把
余_
 &.

說
明
の
便

®
上
、之
を

最
後
.に
保

留
し

把
る
、一.種
の
裏
面
的
意
減
を 

有
す
る
％

0 .
な
る

.

こ
，
i
を
.忘
る
ベ
於
ら
ず
。

是4
'

卽
ち
支
那
の
社
會
的
事
淸
の
將
異
な
る
結 

果
と
し

v
生
^

^
る
、か
の
•所
爾
ニ
面
的
精
神
の
發
動
に
基
く
 
g

の
に
し
て
、ま
那
の
君
主
は
其 

國
家
寓
姓
に
對
す
る
正
面
的
意
義
に

.
於
て
.、明
扒
に
天
授
君
權
を
有
す
る
統
治
主
體
に

しV
、

決 

し
て
族
父
的
意
義
を
有
す
る
名
の
に
あ
ら
次
る
零
，は
、明
白
な
る
事
實
な

6.

と
雖
式
然
れ
ど
？ 

其
裏
面
的
意
義

.
に
於
て
は
、
4

女
明
加
.に
同
一
血
族
の
族
長

^

る
意
義
を
有
す
る
名
の

.

4
る
事 

を
忘
•る
ベ
か
ら
支
。
乃
ち
公
け
に
於

.
セ
は
明
か
に
天
命
を
承
け

t

る

一

種
の
，
專
制
君
主
と
し 

て
、天
下
萬
姓
に
對
し
其
統
治
權
を
行
ふ
^

>

の
な

A

.

ノ
と
雖
名
、而
か
名
か
.の
如
き
社
會
に
あ

6

て
、
 

其
國
家
を
.
組
織
し
、其
統
治
を

行
，ふ
に
當

6

て
は
、®
最
善
最
良
の

方
略
と
し

て
、
先
、'つ
同

一
血
族 

卽
ち
同
姓
.
の
繁
固
な
る
團
結
を
必
要
と
せ
し
好
爲
め
に
、こ
、
に

.
是
等
同
姓
者
に
向
て
は

、̂

% 

明
か
に
其
族
長
と
し

<

の
私
權
を
保
有
す
る

u

M
i

其
君
主
と
し
て
の
實
權
の
及
ぶ
ベ
き
地 

域
漸
ぐ
增
大
す
る
と
共
に
其
族
長
と
し

..
て
の
«

權
の
及
ぶ
ベ

.
き
範
圍
を
亦
漸
く
大
な
る

^p

の 

あ
る
に
至

6

し
^
如
し
、
然
れ

.
ど
名
之
あ
る
舣
爲
め
に
決
し
て
»
國
體
於
族
父
的
君
主
國
體 

に
變
せ
し
に
あ
ら
す
じ

 
<
依
然
と
じ

<

天
搜
君
權
を
有

.
す
る
君
主
に
よ
ら

<
銃
治
せ
ら
る

\

53

一
種
の
民
主
的
君
主
國
體
な
る
事
を
：忘
る
ベ

炉
ら
ず
。

而
し
て
支
那
の
君
主
な
る
，名
の
は

': 

方
に
於

V

其
公
け
の
資
格
に
よ

6

、天
命
を
承
け
女
る
權
利
衆
と
し
て
、天
の
制

.

裁
.

を
.受
け
之
れ 

に
服
事
せ

^

る
べ
か
ら

^

る
と
同
婶
に
、他
方
に
於
て
は
、其
私
の

'

資
格
に
よ

6

 

V
、

同
一

血
族
に

. 

對
す
る
族
長
と
し
て
、其
祖
宗
に
服
事
せ
次
る
べ
：か
ら
次
る
の
義
務
を
有
す
る
な

k

是
\
卽 

ち
支
那
の
君
主

.&

公
け
に
於
て
は
、其
國
家
萬
良
に
對
し
、銃
治
の
全
權
を
有
し
、

i

t

祭
天
の
將 

權
を
持
せ
し
と
同
滕
に
、私
に
於
て
は
、其
同
族
に
對
し
、其
族
®
と
し
て
萬
般
に
瓦

6

■て
全
權
を 

有
し
、且
つ
祭
天
に
次
で
宗
廟
の
祭
祀
を
重
大
視
せ
し
所
以
に
し
て
、ま

*

遂
に
其
祖
宗
を
以
て

. 

之
を
天
に
配
す

.

る
、に
至

6

し
所
以
.な

A
V
O 

!

.
之
を
要
す
る
に
、支
那
の
君
主
な
る

7
P

の
は
^

下
萬
姓
に
對
す
る
銃
治
主
體
と
し
_て
、最
高
の 

A

格
昝
德
を
有
し

95
命
に
よ
ろ
、其
制
裁
の
下
に
於
て
其
統
治
を
行
ふ
の
と
し

<

認
.め
ら
れ
、
 

之
に
加

.味
す
る
に
族
父
的
色
彩
を
以
て

せ

る
3

の
に
し
て

®

界
に
比

.類
な
き
ー
.種
の
奪
制
君

主

な

久

從

.

て
其
國
體

4

亦
®

界
に
比
類
な
き

一
.

種
の
民
主
的
君
主
國
體
な
る
事
を

l
i

む
.る 

.

な
も

 ̂

•. 

%

:今
.や
淸
_

0
 

.
上
下
、難

新

y
.

乙
れ
.急

に

し

て

、
憲

.法

議

會

.の

制

'定

、
ま

^

將
'に

漸

く

成

ら

ん
i

t

o

: 

' 

.

茨
'

鄉
，め
漭
生
教

^

猶
.顧

:

.
肇

'



rA

亥
,
の
、
君
主
及.
.？

s

國
a

3t
四 

選
脖

に
當

6
顧
み

V.

其
君

主
本
來
の
性
質
を
明
か
に
し
、其

a
體

0
_由
て
來
る
所
を
窮
め
ん

i 

す
、
咬

*

必

.ず
し
名

無
用

の
事
に
あ
ら
次

.る
べ
し

=
■唯
だ

余
.

輩
の
#

學
な
る
、®

し

て自
：

ら
之 

を
窮
沁
得
女
ゐ
や
否
や
を
疑
务
の
み
。

I

N

I

市

民

的

國

民

經

濟

學

と

社
 

會

主

義

的

國

民

經

濟

學

と
 

の

接

近
.

‘

• 

'

高

橘

誠

r

郧

.

.
社
會
は
洵
に
ヶ
トI
の
言
の
如
く
當
然
破
壊
せ
ら
る
可 

き
名
の
で
あ
る
。
古S

社
會
が
崩
瓖
しV

、

其
敗
墟
の
上 

に
新
しS

社
會
は
建
設
せ
ら
れ
て
行
く
。
偉
大
な
る
#
の 

力
は
須
叟
息
む
と
な
くf t
會
を
破
壊
し
、
社
會
を
建
設
し 

て
ゐ
る
？.
而
しy

 

I

腊
代
に
於
け
る
社
會
の
產
物
と
し
て 

生
ヒ
杧
諸
般
の
學
說
は
、
等
し
く
亦
社
會
の
推
移
變
遷
に

. 

伴
れ
て
次
第
々
々
に
其
面
目
を
改
め
て#
く
。
變
化
は
實 

に
あ
ら
ゆ
る
有
形
無
形の
事
#
に
取
つ

て
.其
通
態
で
あ
る' 

&
、
.然
ぢ
近
代
の
思
想
界
の
如
く
激
甚
な
る
變
動
を
受
け 

杧
名
の
は
なS

。
而
し
て®
般
の
變
革
中
其
最
？
著
しS 

$

の
、
一i
し
て
擧
ぐ
可
き
は
、經
濟
學
上
確
定
の
8
の

と
し
て
認
容
せ
ら
れ.
*
學
說
の
基
礎
が
動
搖
を
.來
し

V

其 

一
八
般
の
傾
向
が
甚
だ
し
く
欧
爻
つfc
乙
i.
で
あ
る
。 

j

凡
そ
ニ
世
代
の
間
。
ス
ミ
ス
や
リ
ヵ
I
ド
に
指
導
せ
ら
れ 

*
經
濟
學
は
個
人
主
義
を
目
標
と
し
て
.
驀
地
に
進
ん
だ
。 

權
威
を
以
て
あ
ら
ゆ
る
經
濟
的
生
活
を
律
せ
.んi
す
み
の 

塘
代
は
當
に
破
壞
せら
る
可
き
秋
に
逢
著
し
把
。
產
業
に 

關〖

す
る
昝
識
胗
遙
に
脖
流
に
卓
越
し
、
能
く
産
業
制
度
の 

細
ー
目
に
里
つて
制
規
を
與
ふ
る
•に足
る
偉
材
は
外
し
く
世 

1C
出
で
岁
し
て
、
權
威
を
要
す
る
名
の
は凡
庸
#
鈍
な
國 

王
や
其
官
僚
で
あ
る
。
而
し
て
技
術
上
及
ぴ
經
濟
上
の
制 

規
は
旣
fc
塒
勢
遲
れ
と
爲
フ
允
。
國
民
は
今
や
漸
く
其
靑 

|
年
期
を
通
過
し*
。
各
個
人
の
能
力
は
益
々
發
達
し
.
て
、

I

*
次
あ
ら
ゆ

る
拘
束
ょ6

解
除
せ
ら

れ

ん

こ

と

を
要
求
す 

る
の
聲
は
高
ぐ
な
つ
^
。
斯
く
て
新
脖
代
の
氣
運
は
國
民 

を
刺
激
し
て
、
自
由
放
任
を
呼
號
し
、
.獨
裁
專
制
の
權
カ 

を
•排
し
、
失
政
を
非
難
_

す
る
絕
叫
は
社
會
の
各
方
面 

~
に
聞
え
杧
。
此
脖
代
の
潮
流
に
梅
差
し
て
來

t
十
五
*li
t
紀 

潮
葉
の
經
濟
學
诸
は
自
由
放
任
の
利
劍
を
眞
甲
に
振

6
翳
- 

し
て
、
經
濟
生
活
上
に
於
け
る
あ
ら
ゆ
る
古
來
の
拘
束
を


